
薬物動態学２ 

責任者・コーディネーター  薬物代謝動態学分野 小澤 正吾 教授 

担当講座・学科(分野) 薬物代謝動態学分野  

対 象 学 年  3  

区分・時間数 
講義 13.5 時間 

演習 1.5 時間  
期 間  後期  

単 位 数 1 単位  

・学習方針（講義概要等） 

薬物の効果や副作用には個人差がある。個人差の要因のうち、薬物の体内での動きの個人差に関係

する主なものは、年齢、疾病、遺伝的要因、併用医薬品、食品成分、など複雑である。遺伝的要因

は、先天的なものであるが、疾病や併用医薬品による薬物間相互作用、食品成分と薬物との相互作用

は、薬物の体内での動きを変動させる後天的な要因である。本科目の内容を修得することにより、2

学年後期から、薬学部で学ぶべき薬物動態の基礎固めができることになる。また、同時期に行われる

薬物代謝学実習で技能を修得するが、本科目でとりあげる内容を実習するので、知識と技能をマスタ

ーする方針で実習にも関連した講義を行う。薬物の体内動態を変動させる要因がどのように薬物治療

に重要であるかを知り、より高学年で学ぶ実践的な薬物治療を扱う科目や、実務実習等、臨床への橋

渡しになる重要なものである。 

・教育成果（アウトカム） 

薬物動態および薬物作用点となるタンパク質は、質的にも量的にも個人間での差が大きい。先天的

な原因で、個人間の差が生じている場合と、疾病や併用医薬品等により薬物の体内での動きが変動す

る場合とがあり、結果的に個人間の差が現れている。これらの個人間差が生じる原因の多くは、3 学

年以前の教養教育科目、薬学専門科目で学んできた知識で理解しうるものである。疾病に罹ること

で、特定のタンパク質の働き（機能）を抑制する物質が生成されたり、タンパク質そのものの発現が

抑制されて量が減ったりすることは、生化学や遺伝子の転写・翻訳で学んだことである。これらの知

識に基づき薬物の体の中での動きに影響を及ぼす要因を理解することにより、薬物治療の担い手とし

ての基盤を形成することができる。目の前の患者の薬物療法に責任をもち、薬物治療提案の中心とな

る医療人であることの意識づけができる。             (ディプロマ・ポリシー：2,4) 

・到達目標（SBO） 

1. 薬物の体内動態（吸収、分布、代謝、排泄）と薬効発現の関わりについて説明できる。 

2. 薬物の生体膜透過における単純拡散、促進拡散および能動輸送の特徴を説明できる。 

3. 薬物の生体膜透過に関わるトランスポーターの特徴と薬物動態における役割を説明できる。 

4. 薬物の吸収に影響する因子（薬物の物性、生理学的要因など）を列挙し、説明できる。 

5. 薬物動態学的相互作用について例を挙げ、説明できる。 

6. 薬物が結合する代表的な血漿タンパク質を挙げ、タンパク結合の強い薬物を列挙できる。 

7. 薬物の組織移行性(分布容積)と血漿タンパク結合ならびに組織結合との関係について説明できる。 

8. 血液－組織関門の構造・機能と、薬物の脳や胎児等への移行について説明できる。 

9. 薬物の尿中、胆汁中排泄に関わる細胞の極性と薬物の移行との関係を説明できる。（☆） 

10. 薬物のリンパおよび乳汁中への移行について説明できる。 



11. 代表的な薬物代謝酵素（分子種）により代謝される薬物を列挙できる。 

12. 初回通過効果について説明できる。 

13. 薬物の胆汁中排泄と腸肝循環について説明できる。 

14. 新生児、小児、高齢者など、年齢や性別が薬物動態に与える影響と、薬物治療で注意すべき点を 

   説明できる。 

15. 肝・腎疾患罹患時における薬物動態の変動と、薬物治療・投与設計において注意すべき点を説明 

   できる。 

16. 妊娠・授乳期における薬物動態と、妊娠女性・授乳中の女性の薬物治療で注意すべき点を説明で 

   きる。 

・講義日程                             （矢）東 103 1-C 講義室 

【講義】 

月日 曜日 時限 講座・分野 担当教員 講義内容/到達目標 

9/6 木  1  薬物代謝動態学分野  小澤 正吾 教授 

薬物の体内動態と薬効・副作用発現と

の関連 

1. 薬物の吸収、分布、代謝、排泄の各

過程と薬効・副作用発現との関係を理

解することで、薬物の体内動態の薬物

治療との関連を理解し、概説できるよ

うになる。 

9/13 木  1  薬物代謝動態学分野  小澤 正吾 教授 

薬物の物性と薬物が生体膜を透過する

過程および関与するトランスポーター 

1. 薬物の生体膜透過における単純拡

散、促進拡散および能動輸送の特徴を

理解することで薬物ごとの体内動態の

特徴を理解し概説できるようになる。 

2. 薬物の生体膜透過に関わるトランス

ポーターを知り、その特徴と薬物動態

における役割を理解し、説明できるよ

うになる。 

9/20 木  1  薬物代謝動態学分野  小澤 正吾 教授 

薬物吸収に影響する因子と吸収過程に

基づく薬物相互作用 

1. 薬物の吸収に影響する因子（薬物の

物性、生理学的要因など）を理解し、

薬物の体内動態との関係を説明できる

ようになる。 

2. 薬物の吸収過程における相互作用の

起こり方を理解し、薬物治療上の問題

点として説明できるようになる。 

10/11 木  1  薬物代謝動態学分野  小澤 正吾 教授 

薬物の組織分布、血液脳関門や血液胎

盤関門、薬物の血漿タンパク結合と体

内動態 

1. 血液－組織関門の構造・機能と、薬

物の脳や胎児等への移行について理解



し、薬物治療上の問題点と認識できる

ようになる。 

2. 薬物の組織移行性（分布容積）と血

漿タンパク結合ならびに組織結合との

関係を説明できる。 

10/18 木  1  薬物代謝動態学分野  小澤 正吾 教授 

薬物の物性と組織分布（リンパ管系お

よび乳汁中移行）、分布過程における

薬物相互作用 

1. 薬物のリンパおよび乳汁中への移行

について理解し、薬物の体内動態の過

程と認識し、説明できるようになる。 

2. 薬物の分布過程における相互作用を

理解し、薬物治療上の問題点として説

明できるようになる。 

10/19 金  2 薬物代謝動態学分野  小澤 正吾 教授 

薬物代謝酵素分子種の機能、初回通過

効果とバイオアベイラビリティ 

1. 代表的な薬物代謝酵素（分子種）に

より代謝される薬物を理解し、薬物の

体内動態の要因として捉え、説明でき

るようになる。 

2. 初回通過効果とバイオアベイラビリ

ティについて、薬物の具体例を知り、

薬効との関係について説明できるよう

になる。 

10/25 木  1  薬物代謝動態学分野  小澤 正吾 教授 

薬物代謝過程における薬物相互作用 

1. 薬物代謝酵素の阻害および誘導のメ

カニズムと、それらに関連して起こる

相互作用について理解し薬物治療上の

問題点として概説できるようになる。 

11/1 木  1  薬物代謝動態学分野  小澤 正吾 教授 

薬物の物性と尿中排泄、胆汁中排泄、 

薬物の腸肝循環（この次の回で中間ま

とめの演習を行う） 

１. 排泄過程における薬物相互作用を理

解し、薬物治療上の問題点ととらえ、

説明できるようになる。 

2. 薬物の物性と薬物の胆汁中排泄なら

びに尿中排泄との関係を理解し、薬物

治療上の特徴としてとらえ、概説でき

るようになる。 

3. 薬物の腸肝循環について理解し、薬

物の体内動態上の特徴ととらえ、説明

できるようになる。 

12/6 木  4  薬物代謝動態学分野  小澤 正吾 教授 

年齢、性、妊娠、疾患などによる薬物

体内動態の変化と薬物治療 

1. 年齢、性、妊娠、などによる薬物体

内動態の変化について理解し、薬物治



療上の注意点としてとらえ、説明でき

るようになる。 

2. 肝疾患、腎疾患時の薬物の血漿タン

パク結合の変動について理解し、薬物

代謝・排泄能の変動と薬物治療上注意

すべき点ととらえ、説明できるように

なる。 

【演習】 

月日 曜日 時限 講座・分野 担当教員 講義内容/到達目標 

11/19 月  4 薬物代謝動態学分野  小澤 正吾 教授 

中間まとめの演習 

1. 薬物の生体膜透過、吸収、分布、代

謝、排泄の各過程、および、薬物動態

学的相互作用について理解を深め、臨

床での薬物治療上の注意点としてとら

えるための演習を行う。 

・教科書・参考書等（教：教科書   参：参考書   推：推薦図書） 

 書籍名 著者名 発行所 発行年 

教  
臨床薬物動態学：臨床薬理

学・薬物療法の基礎として 

改訂第 4 版  
加藤 隆一 著 南江堂 2009 

参  
図解よくわかる TDM：基礎

から実践まで学べる 

Lesson125 第 2 版  
木村 利美 著 じほう 2007 

・成績評価方法 

定期試験（90%）、演習・レポート（10%）で評価する。  

・特記事項・その他 

授業に対する事前学修 （予習・復習）の時間は最低 30 分を要する。  

 予習・復習のポイント 

 本科目では特に復習が重要である。本科目で扱われる内容は、薬の体の中での動きであるので、実

感することが難しい。二学年の薬物動態学 1、三学年前期の薬物動態解析 1 で、基礎を身につけたと

考える。毎回の講義終了後にそれらの科目の教科書や参考書なども含めて復習し、講義で扱われた内

容を整理する。その後、描画や文章表現で一般の人に説明できることを目標にした復習を望む。プリ

ントと講義での説明に相当する教科書の記述を対応させ、内容を各自が消化するよう努めること。 

 本科目では、毎回理解度確認問題を取り入れ、授業内で解答してもらい、理解を深める。学生の解

答が終わった後、正解を示し、解説を行う。  

  


